
ニホンウナギの資源回復のための種苗育成・放流手法検討事業（要約） 

 

遠藤 赳寛 

 

目 的 

 小川原湖のニホンウナギの漁獲量、漁獲金額、放流量及び放流金額を調査し、湖内の資源実態把握に資する基礎情報の

充実を図る。また、小川原湖内に放流されたニホンウナギの成長量、生残率等のデータを蓄積する。 

 

材料と方法                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

1. 漁獲・種苗放流実態の把握 

 小川原湖漁業協同組合においてニホンウナギ漁期（6～9月）に荷受伝票調査を実施し、日別、魚体重別、漁法別、漁業

者別の荷受重量及び尾数を記録した。また、漁協への聞き取りにより漁獲金額を把握した。 

 漁業者 4 名に操業日誌の記録を依頼し、操業実態を把握した。 

 小川原湖漁業協同組合が 6月に実施した義務放流の際に放流重量及び放流金額を聞き取った。また、放流前の種苗の全

長及び体重を測定し、放流尾数を推定した。 

 

2. 漁獲されたニホンウナギの生物情報の取得 

 小川原湖で漁獲されたニホンウナギを魚体重別（～300g、～400g、～500g、～600g、～700g 及び 700g 以上）に購入し、

精密測定及び組織採取に供した。 

 採取した組織は各分析を担当する共同研究機関に送付した。また、耳石の切片標本を作製し、漁獲物の年齢査定及び天

然/放流の由来判別 1)に供した。 

 漁獲物の購入または採捕により銀ウナギを収集した。 

 

結果と考察 

1. 漁獲・種苗放流実態の把握 

2024 年の小川原湖のニホンウナギ総漁獲量は

1,899kg（5,945 尾）、漁獲金額は 1,271 万円だった。

サイズ別では漁獲サイズの下限である 200g 台の個体

の漁獲尾数が最も多く、全体の 53%を占めた（図 1）。 

漁獲物の単価はサイズが大きくなるほど上昇するこ

とが示唆されたが、200g 台を中心とした小型個体の絶

対数が多いことから、漁獲金額においてもこれらのサ

イズの売り上げが中心と考えられた。 

小川原湖のニホンウナギ漁業者 4 名の操業日誌を取

りまとめた。 

2024 年の小川原湖のニホンウナギ放流量は 80kg（約

3,200 尾）、種苗単価は 8,500円/kg、放流金額は 68 万

円だった。 
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図 1. 小川原湖における魚体 別ニホンウナギ    （2024年） 

発表誌: 令和 6 年度 資源回復のための種苗育成・放流手法検討事業 報告書, 水産庁, 2025 年 3 月 
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2.  漁獲されたニホンウナギの生物情報の取得 

小川原湖・高瀬川における市場購入及びサンプリングによりニホン

ウナギ 100 個体を収集し、年齢査定、由来判別のための組織採取及び

精密測定に供した。このうち 10 個体については銀ウナギ（銀化ステ

ージ S1 及び S2 2））で、いずれも小川原湖のニホンウナギ漁期終了後

の 10 月以降に採捕された（図 2）。小川原湖水域における銀ウナギの

出現は本事業による調査を開始した令和 2 年以降 5 年連続で 3-6)、毎

年一定数の個体が小川原湖から産卵回遊していることが示唆された。

また、漁期中の 6～9 月には銀ウナギの採捕がないことから、青森県

における産卵回遊個体の保護を目的とした禁漁期設定が奏功してい

ることが示唆された。 
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図 2. 小川原湖・高瀬川におけるニホンウナギの

  時期と GSI（2024年） 
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